
ライオンズクラブ国際協会は世界209の国または地域、138万人のメンバーを擁する世界一の奉仕団体です。

ライオンズクラブ国際協会
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2025〜2026年度

国際会長テーマ

国際会長

A.P. シンL
（インド　コルカタ）

リーダーシップこそ奉仕、
奉仕こそリーダーシップ。

ガバナーテーマ

第61代地区ガバナー

（2R-3Z　横浜サンセット21LC）

L　森　川　吉　孝

　あけましておめでとうございます。
旧年中は大変お世話になりました。
本年も変わらずよろしくお願い申し
上げます。
　今期は地区ガバナーとして、今期の
テーマ『 つなぐ 』リーダーシップと
奉仕、サブテーマ「 絶対やるぞ、会員
増強 」ミッション1.5を掲げ、日々
ライオンズクラブ活動に330-B地区
の会員の皆様と共に努めております。
　現在、ライオンズクラブ国際協会は
2023年 度 か ら「 ミ ッシ ョン1.5 」
を推進しています。前期は倉田前地
区ガバナーが会員拡大を進め34名の
拡大を達成いたしました。今期も同
様に会員拡大を進めていき、さらなる奉仕の拡大を図るために多くの奉仕の手
を増やしていくことを推進してまいりました。
　私たちの支援を待望している人々のためにも、皆様と一緒に困難な局面を乗
り切りたく存じます。今期後半も会員皆様の力を結集していただくことをお願
いいたします。
　２つのお願いがございます。
　１つ目は、新しい奉仕（活動）と会員拡大へのアプローチを再点検していただ
きたくお願い申し上げます。
　２つ目は、クラブの皆様との交流、他クラブとの交流、ゾーン、リジョンと交
流を広げていただき、奉仕活動の活性化を図っていただきますようよろしくお
願いいたします。
　ライオンズクラブの会員の皆様のご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上
げると共に、ご多幸ご健康をお祈り申し上げます。

年頭のご挨拶
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代表取締役社長　大滝　靖生代表取締役社長　大滝　靖生代表取締役社長　大滝　靖生

第 2 副地区ガバナー

L 井 田　　 渉
川崎富士見 LC

第 1副地区ガバナー

L 内 藤　修 也
笛吹 LC

　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は多大なるご支援、ご理解を賜り、心より御
礼申し上げます。また、本年も皆様と一緒にライオン
ズ活動を前へ進めて行けるよう、精進する所存です。
　昨年の流行語大賞は高市首相の発言、「 働いて働い
て働いて働いて働いてまいります 」が選ばれました。
この発言に、馬車馬のよう働くことを求めるパワハラ
型のリーダー像を想起した方も多かったようですが、
この「 馬車馬のように 」という表現は、長時間の無理
をすることではなく、もともとは、寝食も忘れて打ち
込む様子を表しているのだそうです。そして、本年の
干支は丙午。力強さや前進、飛躍を象徴する午に、太
陽のような明るさ、情熱、行動力を象徴する丙が重な
り、エネルギーに満ちたパワフルな年とされていま
す。まさに馬車馬のように働き、大きな目標を達成す
ることが期待される一年といえるのではないでしょう
か。
　森川ガバナーが掲げる『 つなぐ 』というテーマは、
我々ライオンズクラブの奉仕活動が持続可能なものと
して、継承していくことを示唆しています。若年会員
や学生会員の招請は、私たちの奉仕活動の幅を広げる
ことにつながり、新たな担い手を増やすことに直結し
ます。ベテランから若手まで、全員の力を集め、奉仕
活動にさらなる磨きをかけることで、私たちのLマー
クは輝きを増すことでしょう。
　皆様のクラブのチャレンジが達成され、より大きな
インパクトのある奉仕活動が実践されるよう、私自身
も馬車馬のように尽力する一年としたいと思います。
どうか、本年もよろしくお願い申し上げます。

　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　ライオンズクラブ国際協会330-B地区の会員の皆
様におかれましては、希望に満ちた新春をお迎えのこ
とと、心よりお慶び申し上げます。日頃より地域社会
への奉仕に情熱を注がれている皆様に、第1副地区ガ
バナーとして深く敬意と感謝を表します。

　さて、年が明け、今期も折り返しとなる半期を迎え
ました。森川吉孝地区ガバナーのテーマ『 つなぐ 〜
リーダーシップと奉仕 』のもと、これまでの活動を振
り返りながら、後半に向けて想いをさらに一つにし、
クラブ同士、人と人、そして奉仕の心を確かにつない
でいくことが大切な時期であります。これまで培って
きた成果を礎に、より実りある奉仕活動へとつなげて
まいりましょう。

　一方、昨年も青森・八戸をはじめ各地で地震が発生
し、自然災害の脅威を改めて認識させられました。い
つ起こるかわからない災害に備え、平時からの準備を
怠らず、有事の際には地域の先頭に立ち行動すること
が、私たちライオンズクラブに求められる重要な役割
です。地域社会を支えるリーダーとしての力を、ぜひ
発揮していただきたいと願っております。

　本年も会員の皆様と力を合わせ、今期後半を充実し
たものとしてまいりましょう。
　今期も変わらぬご理解とご協力を賜りますよう、心
よりお願い申し上げます。

年頭のご挨拶
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る素晴らしい大会にしましょう 」と挨
拶し、生徒とライオンズクラブメンバ
ーでライオンズローアを行った。次に、
倉田雅史330複合地区ガバナー協議
会議長が「 これまで積み重ねてきた練
習の成果を発揮し、感謝の気持ちを忘
れずにプレーしてください 」と挨拶を
され、大きな声でライオンズローアを
行った。続いて行われた準備体操では、
生徒たちは会場に大きく広がり、ラジ
オ体操をして試合に備えて身体を整え
た。
　その後競技会に移り、午前中は各地
区の代表校がA/Bコートに分かれて予
選リーグが行われた。
　お昼にはおいしいシウマイ弁当が用
意され、「 東京よさこい 」のハーフタイ
ムショーを鑑賞しながら午前中の疲れ
を癒やした。
　午後からは決勝、順位決定リーグが

　11月1日（土）京王アリーナTOKYO
にて、第4回全国特別支援学校フット
サル東京大会が開催された。
　本大会は、2022年から（公財）日本
ライオンズが主催している社会事業で、
特別支援学校生徒がフットサルを通し
て、日々鍛錬してきた成果を踏まえ、
仲間との絆や他校生との交流によって
社会性を養い、インクルーシブ社会の
実現に向けた当事者としての成長に寄
与することを目的としている。今年は
138校が参加し、全国12区から勝ち
上がってきた12校が頂点を目指して
戦った。
　大会会長挨拶では、（公財）日本ライ
オンズ小野寺眞悟理事長から、生徒た
ちに「 昨晩はおいしい夕食を食べて、
いっぱい眠れましたか?フットサルを
通じて互いに学び合い、友情を育み、
自己の可能性を広げてほしい。心に残

行われた。優勝は東京都中央ろう学校、
準優勝は愛知県立名古屋聾学校、三位は
富山県立富山高等支援学校だった。
　表彰式では石田真一大会実行委員長よ
り、12位から4位までの成績が発表され
た。今回は特別に個人表彰も行われ、小
野寺理事長より愛知県立名古屋聾学校の
西田波琉選手にMVPが贈られた。続い
て上位3チームの表彰が行われた。
　最後に閉会宣言で日本ライオンズ幹事
伊賀 保Lが「 フットサルを通して得た体
力、チームワーク、そして他の人を敬う
気持ちを大切にして社会でご活躍いただ
くことを願っています 」と話され閉会し
た。生徒たちは仲間と共に汗を流し、全
力で悔いのないプレーをし、全試合を無
事に終えることができた。
　取材・撮影:地区ニュース

副委員長　L中西　将志

〃　　  L野田　　覚

（公財）日本ライオンズ主催

第４回全国特別支援学校フットサル東京大会開催
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ていただきありがとうございました。
会員拡大・退会防止の活動を皆様と一
緒に続けていきたい 」と挨拶された。
　倉田雅史ガバナー330複合地区ガ
バナー協議会議長からは「 ミッショ
ン1.5の達成にむけて、1人でも多く
の方への声掛けをお願いします 」と
挨拶された。次に、鈴木 忍キャビネ
ット幹事より幹事報告、三井寿浩キャ
ビネット会計より会計報告が行われ
た。
　また、（一社）神奈川・山梨・伊豆大

月14日（金）山梨県立県民
文化ホールにて第2回キャ
ビネット会議が、内藤修也

第1副地区ガバナーの開会宣言で開
催された。司会は杉田光司キャビネ
ット副幹事が務めた。国歌・ライオン
ズヒム斉唱、物故ライオンへ黙祷を
し、三浦直樹キャビネット副幹事によ
るライオンズの誓いが行われた。
　 映像による構成員紹介の後、森川
吉孝地区ガバナーより「 OSEALフ
ォーラム札幌大会には大勢の方に来

島330-B地区報告を中野達夫（特別）
一般財団法人サポート委員長が行っ
た。
　議事では、森川ガバナーが議長に選
出され、以下の審議が行われた。

【 審議事項 】

第一号議案　第72回地区年次大会 
代議員会の件
　別紙「 第72回地区年次大会代議員
会実施要綱・議案提出および第72回

第2回 キャビ第2回 キャビ第2回 キャビ
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第三号議案　次期地区ガバナー、次
期第1および第2副地区ガバナー選
出規定の付則の件
　ライオンズクラブ国際協会330-B
地区次期地区ガバナー、次期第1お
よび第2副地区ガバナー選出規定の
付則を（資料3-1）により実施したい
ので承認を求めます。（資料3-2から
3-7立候補届出用紙・経歴書用紙添
付）

【 提案通り承認可決 】

地区年次大会議事規則 」（資料1）の規
定と要綱により実施したいので承認
を求めます。

【 提案通り承認可決 】
第二号議案　次期地区ガバナー、次
期第1および第2副地区ガバナー選
出の件
　別紙「2026〜2027年度地区ガ
バナー、第1および第2副地区ガバナ
ー選出に関して 」（資料2）により実施
したいので承認を求めます。

【 提案通り承認可決 】

　議事要約の確認を松本善万総務委
員会副委員長が行った。井田 渉第2
副地区ガバナーの閉会宣言により、無
事に第2回キャビネット会議は閉会
した。

※資料等はHPのリソースセンター
「 第2回キャビネット会議報告書 」を
参照のこと。
　取材・撮影：地区ニュース

副委員長　L中西　将志

ネットネット会議開催 会議開催 ネット会議開催
11月14日 山梨県立  県民文化ホール
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　11月19日（水）衆議院第1議院会
館 B1大会議室でGAT日本が主催する

「 全日本女性シンポジウム 」 第1部が
行われた。
　A.P.シン国際会長の挨拶映像が流さ
れ、識名安信GATエリアリーダーが開
会宣言を行った。国歌ならびにライオ
ンズヒムを斉唱し、物故ライオンに黙
祷を捧げた。主催者挨拶では、鈴木誓
男GAT全域エリアリーダーが「 今回は
ライオンズメンバーとノンライオンの
方にも参加していただいている。女性
の知恵と知識が必要だ。新しい女性メ
ンバーを増やしていきたい 」と挨拶さ
れた。 
　来賓紹介の後、 小川晶子GATエリア
リーダーから「 ライオンズクラブの奉
仕活動をご理解いただき新しいメンバ
ーにご入会いただくことを目的として
いる。初めての試みとして国会議員の
先生方にもご参加いただいている 」と
シンポジウムの趣旨説明があった。 到
着順にライオンズクラブ所属の国会議
員の紹介があり、330-B地区からは小
田原白梅LCの牧島かれんLが「 本日は
シンポジウムの開催おめでとうござい
ます。このシンポジウムが実りあるこ
とを期待します 」と挨拶された。

と質問された。その質問に対して「 私
たちの仕事は仕組みを作って予算を決
めることや法律を決めることなので、
活動するにあたり邪魔なルールがあれ
ば教えてほしい 」「 行政が動くより民
間が動くほうが早い。子ども食堂な
どきめ細かな対応には感謝している 」

「 ライオンズメンバーの経験等いろい
ろと教えてほしい 」など多くの回答を
得られた。予定時間となり第1部は終
了し、第2部が行われる衆議院第2議
院会館へ移動し昼食を取った。
　第2部は3会場に分かれ、下記の分
科会が行われた。

［1分科会 ］ウェルビーイング（心の健
康と社会的に良好な生活）

［2分科会 ］持続可能な子ども食堂
［3分科会 ］思いやりプロジェクト・多
様性からうまれる夢
　各分科会終了後、分科会全体で｢ダ
レデモダンス｣講師SAM（TRF丸山
正温様）のウィルビーイング(身体の健
康)を行った。第2部も終了し、11時
から始まった「 全日本女性シンポジウ
ム 」は16時に全てのプログラムを終
えることができた。
　取材・撮影：地区ニュース

副委員長　L中西　将志

　基調講演では、山田實紘元国際会長
から、GATができた理由やWYPTに
ついて、また女性メンバーの活躍や期
待について想いを話された。「 日本で
は女性が強い時代になっている。女性
会員を増やして女性だけのクラブを作
ることも可能である。なせば成る なさ
ねば成らぬ 何事も、ですからやってみ
てください 」と講演された。ワークセ
ッションでは、衆議院議員の岡本三成
先生、野田聖子先生、玉木雄一郎先生、
吉田はるみ先生が参加、ライオンズメ
ンバーからは伊藤和子GAT副エリアリ
ーダー、古賀京子GAT副エリアリーダ
ー、鳥居眞弓330複合地区WYPTコ
ーディネーター、村木峰子WYPTコー
ディネーター、ミッション1.5女性特
別チームの佐藤芳織GLT地区コーディ
ネーターが参加し行われた。
　テーマは「 女性リーダーの活躍と持
続可能な奉仕の未来・ガラスの天上を
打ち破る 」 。各議員の方々がテーマに
ついて話された後、ライオンズメンバ
ーからの質問では、鳥居コーディネー
ターが「 先生方はいろいろなお願いを
されることがあると思いますが、政治
ではすぐにはできないが、ライオンズ
として協力できることはありますか?」

『全日本女性シンポジウム』を開催
主催：GAT日本　会場：衆議院議員会館主催：GAT日本　会場：衆議院議員会館
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橋梁架設工事・耐震、補修工事・土木工事
重量品機器搬入据付工事・一般貨物運送

〒409-3813　山梨県中央市一町畑912-1 TEL 055-273-1771 FAX 055-273-1774梨県中央市 町畑912 1 TEL 055 273 1771 FAX

株式会社株式会社    中中 部部株式会社  中 部

「公認ガイディング・ライオン」研修会

　11 月 8 日（土）13 時 45
分より、かながわ労働プラザ
にて「公認ガイディング・ラ
イオン」研修会が開催された。
　このプログラムは新たに結
成されたクラブ、既存のクラ
ブ、または再建中のクラブを
支援するライオンを育成する
ためのもので、地区ガバナー
が2年を任期として任命するもので
ある。研修会は青木哲也GLT地区副
コーディネーターの司会により、木本 
洋指導力育成（GLT）副委員長の開会
の挨拶により始まった。
　森川吉孝地区ガバナーは「 今日の
研修の成果をそれぞれのリジョン、ゾ
ーン、クラブへ持ち帰り、皆様に伝え
ていただきたい 」と挨拶した。続い
て、佐藤芳織GLT地区コーディネー
ター・指導力育成（GLT）委員長の挨
拶の後、4時間にわたる研修プログラ
ムが開始された。
　研修はワークショップ形式で行わ
れ、受講者はグループに分かれて意見
交換をしながら研修を受ける。プロ
グラムは6つのコースからなり、それ
ぞれ別の講師が担当した。

　第1部「 成功するガイディング・ラ
イオンのスキル 」と題し、能力を高め
るのに必要なリーダーシップ・スキル
を取り上げ支援する内容で、講師は、
尾形慶三元地区ガバナー/FDI修了生
が担当した。
　第2部「 最初が肝心−情報通になろ
う！」（ライオンズ・インターナショナ
ルが提供する情報資料について）・第3
部「 クラブ役員メンター・チームを編
成 」は、櫻井貴裕GAT副ファシリテ
ーター/LCIP認定講師が担当した。
　第4部「 クラブ役員研修を企画 」
では、クラブ役員研修計画の概要と改
善を続けるための戦略について説明。
講師は嶋村裕二330複合地区会員拡
大・退会防止（GMT）委員/LCIP認定
講師が担当した。

　第5部「 クラブのニーズを
調査 」と第6部「 ガイディン
グ・ライオン用リソース 」は
佐藤GLTコーディネーター/
FDI修了生が担当した。
　講義終了後に、牧田健一元
地 区 ガ バ ナ ー/LCIP認 定 講
師によるテストと質疑応答が
行われ、齋藤 隆指導力育成

（GLT）副委員長の挨拶で研修会は閉
会となった。
　全てのプログラムを終了し、テス
トに合格した上で、地区ガバナー、複
合地区または地区GLTコーディネー
ターの承認を得て初めて『 公認ガイ
ディング・ライオン 』となる資格を得
られる。今回学習したスキルと知識
をもとに、それぞれのリジョン・ゾー
ン・クラブの活性化と会員拡大に貢献
していただきたいと思う。
　12月13日（土）には会場を山梨に
移して、同様のセミナーが開催され
た。
　取材：地区ニュース

副委員長　L田中　準二

　撮影： 　 〃　　 〃　　  L野田　　覚

指導力育成
（GLT）委員会
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薬物乱用防止教育認定講師
養成講座を神奈川、山梨で開催

主催：ライオンズクラブ国際協会330-B地区、（公財）麻薬・覚せい剤乱用防止センター
後援：厚生労働省、文部科学省、警察庁、こども家庭庁

　今年も「 薬物乱用防止教育認定講
師養成講座 」が10月8日（水）に横浜
市のBelle関内601で、11月13日

（木）に山梨県男女共同参画推進セン
ターぴゅあ総合大研修室にて開催さ
れた。神奈川は大学生2名を含む約
80名が受講、山梨も2名の大学生と
大勢のライオンが受講した。
　山梨講座では、森川吉孝地区ガバナ
ーが「 今回は山梨大学の学生も2名
参加していただいている。薬物の知
識を持ってもらい、子どもたちのた
めに薬物乱用防止の講師をどんどん
増やしてこの活動を拡げていきたい。
今日は1日よろしくお願いします 」
と挨拶された。次に、立山和也薬物乱
用防止・クエスト委員長は「 講習で終
わらず薬物乱用防止教室を多く開催
し、ライオンズクラブの活動をアピー
ルしてほしい 」と要請された。

　その後、「 薬物について大切なメッ
セージ 」の啓発動画を視聴した。 
　基礎講座では、（公財）麻薬・覚せい
剤乱用防止センター 河邉正和総務部
長から医学知識として「 薬物乱用と
心身への影響 」の説明があった。
　次に専門講座で、山梨県警察本部刑
事部組織犯罪対策課組織犯罪第4係 
矢崎文盛警部補から「 薬物犯罪等の
現状 」の説明と、山梨県福祉保健部衛
生薬務課薬務担当 風間大吾主査から、
相談事例を含めて「 薬物乱用防止対
策について 」の話があった。
　実践講座では、認定講師の資格を持
つ立山委員長から「 薬物乱用防止教
育推進の手引きの活用について 」、 同
じく有資格者の吉田正利同副委員長
から「 薬物乱用防止教育に臨む講師

の心構えについて 」の説明があった。 
　講座修了後、立山委員長は「 今後2
月頃にスキルアップセミナーもあり
ますので上の段階に進んでいただき
ペーパー講師で終わらないようにし
てください。長時間にわたり受講い
ただきありがとうございました 」と
謝辞を述べた。
　最後に、内藤修也第1副地区ガバ
ナーから「 ライオンズクラブが活性
化していくためにも学生に参加して
いただき感謝します。今回の講習を
活かすために活動していきましょう 」
と挨拶され閉会した。
　取材・撮影：地区ニュース

　副委員長　L中西　将志

〃　　 L野田　　覚

薬物乱用防止・
クエスト委員会

●山梨会場 男女共同参画推進センター

●養成講座の歴史を話す河邉部長

●神奈川会場 Belle関内601

●大学生2名も受講に参加（神奈川会場）
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●ベルクラシック甲府会議室

山梨県赤十字血液センター合同会議

　11月13日（木）ベ ル ク ラ シ ック
甲府で、赤十字血液センターとライオ
ンズクラブの合同会議が開催された。
この会議は年に一度開催され、現状の
活動報告と今後の取り組みについて
意見交換をする。
　冒頭の挨拶では、植村武彦山梨県福
祉保健部長からライオンズクラブの
献血奉仕活動に対し、感謝の言葉をい
ただき、森川吉孝地区ガバナーより

「 本日は四献の知識を深めて、さらな
るアクティビティに生かしていただ
きたい 」と挨拶があった。
　講演は、保坂恭子山梨県赤十字血液
センター所長から「 血液事業からみ
た糖尿病のお話 」を伺った。
お話は「 糖尿病とは 」から始まり、

「 糖尿病の症状について 」、さらに
「 検査方法、糖尿病の治療方法 」と続
き、最後に「 糖尿病と献血について 」
話された。
　次に、辻井祐幸糖尿病・四献・いの
ちの電話委員長が「 糖尿病と合併症に
ついて 」、自分の経験談を話された。

川手華与山梨県赤十字血液センター
献血推進課長の「 献血事業の現状お
よび今後のお願い 」についての話の
後、富士吉田LCの三井康夫会長から
最近の事例発表として「 献血者数が
前回の60名に対し、今回は100名

であった。その増加理由は、①ポスタ
ーを事前に各会社に持参し献血依頼
をした。②献血の前日に防災無線で
放送し参加を促した。③日赤の広報
車を有効使用し宣伝をした。等の新
たな試みで今回の献血者数は大幅に
増加できた 」と報告があった。
　続いて、NPO法人山梨いのちの電
話・高戸宣人前理事長が「 自殺予防に
ついて 」お話された。
　会議は、鈴木　忍キャビネット幹事
の終わりの言葉で終了した。
　取材・撮影：地区ニュース

副委員長　L長坂　　正

糖尿病・四献
いのちの電話委員会

●
挨
拶
す
る
森
川
ガ
バ
ナ
ー
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総合解体工事・アスベスト除去工事
人にやさしい環境を

株式会社 トラスト

代表取締役　鈴木　忍
（横須賀ライオンズクラブ所属）

〒238-0024　横須賀市大矢部5-10-7
TEL.046-854-5560　FAX.046-854-5563

URL：http//trust-kaitai.com

　11月25日（火）春日居ゴルフ倶楽
部（笛吹市）でオール山梨親善チャリ
ティーゴルフ大会が開催された。
　当日は、曇り時々雨のあいにくの天
候にもかかわらず、山梨県内のライオ
ンズクラブから70名の有志が集い、
和気あいあいと親善ゴルフを楽しん
だ。
　プレー終了後に成績発表と懇親会
が行われた。
　冒頭に、10RCの平賀新也オール
山梨世話人代表の挨拶があり、「 県内
から大勢の皆さんに集まっていただ
き、楽しい雰囲気の中、大会が開催
できたことに感謝します。また、こ

なり、優勝賞品の大きな花が平賀代表
より贈呈された。
　このチャリティーゴルフ大会の寄
付金は（公財）山梨県アイバンク、お
よび（公財）山梨県臓器移植推進財団
へ贈呈され、その目録を両理事長代理
として内藤第1副ガバナーが受け取
った。
　最後に、内田宗英オール山梨世話人
副代表より閉会の言葉とライオンズ・
ローアがあり、盛り上がりの中で終了
した。
　取材・撮影：地区ニュース

副委員長　L長坂　　正

の大会の開催準備において佐野隆明
11R-1ZCをはじめとする塩山LCの
皆さんには大変お世話になり、誠にあ
りがとうございました。これからも
オール山梨はいろいろなことで協力
していかなければなりません。特に
来期は山梨から内藤修也第1副地区
ガバナーが新たなガバナーとして誕
生する予定となっております。今年、
来年と、皆さんと共に団結してやって
いきたい 」と話された。
　成績発表会では、参加者全員に豪華
な賞品が当たり盛り上がった。栄え
ある優勝者は、川崎よりお越しいただ
いた井田　渉第2副地区ガバナーと

親善チャリティーゴルフ大会親善チャリティーゴルフ大会
山梨県内のライオンズクラブから70名が集い

●
優
勝
は
井
田
第
２
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー

オール山梨オール山梨
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悩みに悩み審査に時間がかかってし
まいました。
　最優秀賞に竹内ミリヤさんが選ば
れ、YCEプログラムの海外派遣に選
ばれました。当クラブからこのよう
な素晴らしい生徒さんを派遣できる
ことを誇らしく思います。
　また、今回クラブテーマであった

「 共催クラブを募る 」では、横浜・川
崎レインボーLCに共催を快諾いただ
き大きな成果となりました。インバ
ウンドの進んでいる我が国において、

遅れているアウトバウンド推進の一
助になったと思います。
　当日は森川吉孝地区ガバナーほか
多くの来賓にご出席いただき、盛大に
開催されたことを大変うれしく思い
ます。来年もさらなる飛躍を目指し
開催できればと思っております。
　1R-4Z　横浜みなとー馬車道LC

ESC委員会　L森谷　紀子

　撮影：地区ニュース

アドバイザー　L近野　照彦

　11月3日（月・祝）晴天の中、第6
回イングリッシュ・スピーチ・コンテ
ストがホテルザノットヨコハマにて
開催されました。 
　今回は19名のスピーカーに「 ライ
オンズクラブ 」活動を理解していた
だき、ライオンズクラブに添った内容
でスピーチをしてもらいました。
　「 自分の経験 」「 描く未来 」「 今必
要なこと 」などテーマは自由でした
が、どのスピーカーも素晴らしい内容
で甲乙つけがたく、審査員の先生方も

第6回第6回イングリッシュ・スピーチ・コンテスト開催イングリッシュ・スピーチ・コンテスト開催

■ 主催：横浜みなとー馬車道LC　■ 共催：横浜・川崎レインボーLC
■ 後援：神奈川県教育委員会　横浜市教育委員会
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　11月9日（日）16時 よ り、相 模 原
LC結成60周年記念式典がレンブラン
トホテル東京町田にて開催された。
　 式 典 は 清 水 紘 二 郞L、安 永 佳 代
WYPT地区副コーディネーターの司会
進行で、山住吉一Lの開会宣言、開会
のゴングで始まった。直井 陽結成60
周年実行委員長の歓迎の言葉に続き、
国歌ならびにライオンズヒム斉唱、物
故ライオンに黙祷を捧げ、ご来賓なら
びに地区役員の紹介が行われた。
　清水洋子会長は会長挨拶で「 相模原
LCは横浜神奈川LCのスポンサーによ
り1966年に相模原市で初めて結成さ
れたライオンズクラブです。前会長の
片倉敏博Lには60周年の行事に向け
て20年固辞し続けた会長職を引き受
けていただけましたが、任期の半ばで

ンズを広めていただきました。相模原
地区で長い間活動を続けてこられ大変
なご苦労もあったことでしょう。若い
方も入会されていますので、これから
もクラブの隆盛を図ってください 」と
挨拶された。続いて表彰が行われ、清
水会長、直井実行委員長に国際会長ア
ワードを贈呈された。
　その後、渡辺真人Lより60周年記念
事業が発表され目録の贈呈を行った。

【 記念事業 】
◦相模原市社会を明るくする運動へ
　金一封
◦（公財）日本盲導犬協会へ　金一封
◦日本赤十字社へ　金一封
◦就労継続支援B型事業所「恵光園」へ
　金一封
　祝電披露の後に駒場真佐男Lが閉会
宣言し、式典が終了した。
　17時より祝宴が開かれ、前会長の
ご息女である片倉七重Lが開宴の挨拶
をした。来賓のご挨拶後、記念コンサ
ートが行われ、祝宴の中で12月入会
予定者の3名が紹介された。
　取材・撮影：地区ニュース

副委員長　L野田　　覚

急逝されました。片倉会長の遺志を受
け継ぎ活動を行っていましたところ、
娘さんがお父様の情熱を引き継いで入
会されました。これがまさに次世代に
つながる奉仕活動の原点と感じており
ます。これからも相模原LCはさらな
る奉仕活動に邁進してまいりますので
よろしくお願いします 」と語られた。
　ご来賓の祝辞の中で倉田雅史330複
合地区ガバナー協議会議長は「60周
年は人間に例えれば還暦です。新たな
スタートの年、歴史を大切にして未来
を担う現役の皆様が夢を持って素晴ら
しい奉仕活動を続けていただくことが
ミッション1.5会員増強につながりま
す 」と話された。森川吉孝地区ガバナ
ーは「 横浜神奈川LCのスポンサーを
受けて7つのクラブが誕生し、ライオ

60
th

結成60周年記念式典・祝宴結成60周年記念式典・祝宴

相模原ライオンズクラブ

●（公財）日本盲導犬協会へ金一封

●清水会長から相模原市に金一封　本村賢太郎相模原
市長へ進呈

●清水会長（左）と直井実行委員長に国際会長アワードが贈ら
れた

●記念コンサート

●日本赤十字社へ金一封
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　11月22日（土）秦野LC結成60周
年記念式典が、大磯プリンスホテルに
て執り行われました。当日は秦野市長
高橋昌和様、森川吉孝地区ガバナー、
スポンサークラブ、姉妹クラブの皆様
のほか、たくさんのライオンズクラブ
メンバーの皆様や地域の関係者の方々
にもご参列いただき、約150名の盛大
な催しとなりました。
　式典の部は12時より開会され、私
の歓迎の挨拶で始まり、加藤 剛大会会
長の挨拶と続き、来賓挨拶では、スポ
ンサークラブである小田原LC田中裕
介会長、高橋市長、森川ガバナー、倉
田雅史330複合地区ガバナー協議会議
長にご挨拶を賜りました。
　そして、下記の60周年記念アクテ
ィビティの紹介をして目録の贈呈を行
いました。
１ 秦野市弘法山公園へ

　 バードサンクチュアリ  寄贈
２ 秦野市弘法山公園へ

　続いて祝宴の部では、内藤修也第1
副地区ガバナー、井田 渉第2副地区ガ
バナーにご挨拶を賜り、佐藤精一郎元
地区ガバナーに乾杯のご挨拶をいただ
きました。クラブ60歳の誕生日とし
てバースデーケーキを用意し、草創期
からリードしていただいた白倉卓宏L、
小清水征次Lにケーキカットをしてい
ただきました。アトラクションではバ
ンドの演奏で盛り上がり、最後に参加
者全員で大きな輪を作り「 また会う日
まで 」を斉唱し盛大に幕を閉じました。
　ご列席いただいた来賓の皆様、各ク
ラブの皆様、メンバーの皆様に心より
感謝申し上げます。奉仕とは余力があ
るからするものではなく、腹八分でも
行動することが真の奉仕であると考え
ております。その精神をもって今後も
地域社会のために先頭に立ち、活動を
続けていくことをお誓いいたします。
　6R-2Z　秦野LC

60周年実行委員長　L遠藤　信行

　 桜の植樹助成金  金一封
３ 秦野市震生湖公園へ

　 公園の案内看板  寄贈
４ はだのスポーツビレッジへ

　 屋外用時計  寄贈
５ 秦野市消防本部へ

　 災害支援用ドローン２機  寄贈
６ 秦野市社会福祉協議会へ

　 高齢者疑似体験セット  寄贈
７ 秦野市立南中学校へ

　 スポットクーラー２台他  寄贈
８ 秦野地区更正保護女性会へ

　 活動助成金  金一封
９ LCIFへ1,000ドル献金　一口
　 私 た ち 秦 野LCは、1965年（昭 和
40年）7月23日、小田原LCのスポン
サーにより誕生しました。そして60
周年という節目を迎える記念すべき日
に、60年の思いを大切に、これからの
70年、100年に向けてさらなる発展
を目指してまいりたいと思いを強くし
ました。

60
th

結成60周年記念式典開催結成60周年記念式典開催

秦野ライオンズクラブ

●
歓
迎
の
挨
拶
を
す
る
遠
藤
実
行
委
員
長

●
記
念
撮
影

●
挨
拶
を
す
る
加
藤
大
会
会
長

●
高
橋
市
長（
左
）よ
り
感
謝
状
を
拝
受
す
る

　

加
藤
大
会
会
長
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吉本会計事務所吉本会計事務所吉本会計事務所
「おかげさまで 創業50年」「おかげさまで 創業50年」「おかげさまで 創業50年」

所長・税理士　吉 本　晴 夫
（藤沢中央ライオンズクラブ所属）

〒251-0042　神奈川県藤沢市辻堂新町1-1-17　プレール湘南辻堂1401〒251-0042　神奈川県藤沢市辻堂新町1-1-17　プレール湘南辻堂1401
TEL 0466-36-8742（代表）　FAX 0466-35-5001　E-Mail yosimoto@aria.ocn.ne.jpTEL 0466-36-8742（代表）　FAX 0466-35-5001　E-Mail yosimoto@aria.ocn.ne.jp
〒251-0042　神奈川県藤沢市辻堂新町1-1-17　プレール湘南辻堂1401
TEL 0466-36-8742（代表）　FAX 0466-35-5001　E-Mail yosimoto@aria.ocn.ne.jp

〒210-0863 川崎市川崎区夜光一丁目7番9号 塩浜ビル301　E-mail：ishida@kensho-inc.co.jp　TEL.044-270-2275　FAX.044-270-2276

建設業許可 神奈川県知事許可（般-29）第78859号

建築・土木一式総合建設業
石　田　真　一取締役会長

（川崎臨海ライオンズクラブ所属）株式会社  建　匠
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SUNSUNSUN 有限会社有限会社 サンテックサンテック有限会社サンテック

14

株
http : / / ta ihe isyo j i . jp
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甲府若葉LC甲府若葉LC

小　尾　　　武小　尾　　　武
〒245-0006　神奈川県横浜市泉区西が岡1-31-20
TEL.045-814-5043　FAX.045-814-5047

E-mail. komatu5043@gmail.com

携帯 . 090-4626-0917

代　表　小　松　和　芳
（横浜戸塚中央 LC）

小松表具店小松表具店小松表具店

●発　　　行
　一般社団法人神奈川・山梨・伊豆大島 330-B地区
　ライオンズ　キャビネット事務局
　地区ニュース委員会
　〒231-0038
　横浜市中区山吹町1-7パークノヴァ伊勢佐木長者町201
　TEL.045-334-8670　FAX.045-334-8673
●発行責任者
　地区ガバナー　森川　吉孝

　8R　野田　　覚（茅ヶ崎グリーンLC）
　10R　中西　将志（甲府南LC）
　10R　長坂　　正（北杜LC）

●委　　員
　5R　池上　　仁（川崎巽LC）
　6R　山口　貴弘（山北LC）
　7R　渡部　　亮（平塚湘南LC）
　9R　髙橋真樹子（三浦LC）
　11R　高野　政仁（勝沼・大和LC）

●編集責任者・委員長
　8R　山田　博之（茅ヶ崎グリーンLC）

●アドバイザー
　1R　近野　照彦（横浜梅櫻LC）
　2R　中井　弘明（横浜シーサイドLC）

●副委員長
　1R　新井　宏次（横浜LC）
　3R　田中　準二（横浜鶴見西LC）
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https://lions330-b.gr.jp/

Eメールアドレス
cab.desk@lions330-b.jp

●発　行　日　2026年1月30日
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編 集 後 記

LIONS CLUBS INTERNATIONAL DISTRICT 330-B JAPAN

　あけましておめでとうございます。
　森川ガバナー期になりあっという間に
半年が過ぎました。
　ガバナーテーマでもある「 つなぐ 」と
いう言葉の通り、地区ニュース委員会の
取材を通して他クラブや他団体の多くの
方々にお会いすることができています。
　地区ニュース委員会の活動は直接足を
運ぶことで、多くの人と出会うことがで
きます。1人でも多くの人に出会い、つ
ながりを持つことでライオンズクラブを

越えた出会いが生まれています。
　昨今は紙媒体でなくネットでの情報が
多くなっているのは事実ですが、メンバ
ーの方から「 スマイル誌を楽しみにして
いるよ 」と、お声をいただくと取材して
記事を書くことをうれしく思います。
　私も山田委員長のようにフットワーク
を軽く取材ができるように、仕事も含め
効率を良くし、残り半年の地区ニュース
委員会の活動を楽しみながら過ごしてい
きたいと思います。

地区ニュース委員会
副委員長

L中　西　将　志
（10R-2Z　甲府南LC）
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充実した士業サポート体制。不動産に関する全てをワンストップでお任せいただける不動産会社です。


